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AT:冷却の大きさ(- T｡ -Tc )







































短 くなくてはならないことである｡これは E≪ 1により保証される｡
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(阿2)-は u血 ling (凹3)は hy耶 01i喝
(図4) (凶5)は過冷のない屯倉の計算である.





















































TPt-- V(lvp!2eev)+ V (82vp)+ f (p,T)
(E(lv)-e(V)forl>0に注意, (ev)a-∂E/∂ui(-vp))
(7)


























東北大･通研 近 藤 宏
Diffusion-limitedaggregation(DLA)モデルによるパターンは,構成粒子数Nと直径R(回
転半径など)の間に




れた｡2次元系 (ds-2)の場合,長さL(〟方向 )と幅W(⊥方向 )を測ると
L ～ NYl
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